
積算ソフト 頂

簡易マニュアル

・簡易マニュアルは「積算ソフト頂」の基本操作をご説明しております。
さらに詳しい操作方法等については、弊社ホームページのサポートページをご覧ください。
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1 頂の起動

積算ソフト頂の起動方法についてご説明いたします。
※いくつか起動方法がありますが、ここではデスクトップからの起動方法をご説明いたします。

1-1 デスクトップ上からの起動

①デスクトップの右記のアイコン を

ダブルクリックし、頂を起動します。

②頂のスタート画面が起動します。
単価検索や新規設計書のパネルをクリックし、
次の画面へ進みます。
※各機能についてはP5参照
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2 頂の終了と設計書の保存

頂の終了方法をご説明します。
頂は複数のソフトで構成されているため、それぞれ終了作業を行う必要があります。
また、頂で作成された設計書は自動保存されませんので保存作業が必要です。

2-2 単価検索の終了

①単価検索画面の左端の マークをクリックします。×

2-1 頂のスタート画面の終了

①トップ画面左端の マークをクリックします。×
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2-3 設計書の終了(新規設計書の保存)

② をクリックします。Yes

③“名前を付けて保存“の画面が表示されます。
ファイル名を入力して をクリックします。保存

①設計書画面の左端の マークをクリックします。×

2度目以降は上書き保存となり、“名前を付けて保存”の画面は表示されません。

補足
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2-4 設計書の保存方法

①ファイルをクリックし、メニューを表示します。

②“保存”をクリックします。
(新規で保存の場合は“名前を付けて保存”をクリック)

2-4-2 アクションナビからの保存

①“保存”をクリックします。

2-4-3 コマンドバーからの保存

①“保存”をクリックします。

2-4-1 ツールバーからの保存
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3 スタート画面

積算ソフト頂のスタート画面の構成や機能についてご説明します。

3-1 スタート画面の構成

3-2 各機能について

番号 名称 機能詳細

① 単価検索
歩掛や単価の検索システム
単独で電子辞書の様に使用可能です

② 新規設計書 新規設計書を作成します

③ 既存設計書 既に保存済みの設計書を開きます

④ 設計書の継続 直前に保存した設計書を開きます
継続して作業をする際に使用します

⑤ 逆算・諸経費計算

[逆算]工事価格から直接工事費等を逆算する際に使用します
[諸経費計算]積上げた直接工事を入力し間接費を自動計算で工事価を

求める際に使用します※1

⑥ 合算 近接工事など複数の工事を合算する際に使用します

⑦ 設計書変換 発注者の設計書データを頂に取り込み可能なファイルに変換する際に
使用します※2

⑧ プログラム・データ更新 ソフトや歩掛を更新します(詳細はP6の3-3をご覧ください)

⑨ サポート リモートサポートを要請する際に使用します

頂の各機能についてご説明します。

➍

➐

❶ ➋ ➌

➎ ➏

❽ ❾

➓

⓫
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番号 名称 機能詳細

⑩ 新旧切り替え 頂2014以前で作成した設計書を開く際は、2をクリックし操作してください

ホームページ：弊社ホームページを表示します

⑪ その他メニュー
ヘルプ：弊社HPのサポートセンターを表示します

積算を行う際に役立つ情報が掲載されています

シリアル番号管理：認証システムが起動します

頂！サービス：設計書変換やお問合わせができるお客様専用ページを表示します

3-3 プログラム・データ更新

最新のプログラムや単価、歩掛は随時更新されます。
更新がある際は赤丸でお知らせしますので、更新情報が
ある際は必ず更新作業を行ってください。
※更新にはインターネットの接続が必要です。

※1 逆算・諸経費計算は処分費や管材費(水道工事の場合)及び共通仮設費の積上げ額の入力、
各種補正の設定を行う必要があります。

※2 WEBサービスのためインターネット接続が必要となります。

プログラム・データ更新のサイン
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4 設計書の機能について

設計書の機能についてご説明いたします。

4-1 設計書の起動

①新規設計書をクリックすると、下記の
設計書画面が起動します。

①

番号 名称 機能詳細

① タイトルバー 編集中の設計書の工事名が表示されます。

② コマンドバー 設計書を作成する際に必要な機能です。
詳細はP8をご覧ください。

4-2 設計書の機能①(タイトルバー、コマンドバー)

②
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4-2-1 コマンドバーについて

ファイルタブ

新規 新規で設計書を作成します

保存 編集中の設計書を保存します

開く 過去に保存した設計書を開きます

編集タブ

コピー 選択した行をコピーします
(Ctrl+Cでもコピー可能です)

切り取り 選択した行を削除できます

貼り付け コピーした行を貼り付けます
(Ctrl+Vでも貼り付け可能です)

上行複製 選択中の行のすぐ上の行を複製します

印刷タブ

設計書 設計書全体を印刷します

単表 選択した内訳表や代価表を印刷します

経費 諸経費を印刷します

根拠 諸経費根拠表を印刷します

按分 按分した設計書を印刷します

総括情報表 落札額や請負比率を印刷します

移動タブ

上位へ 選択した階層のレベルを１つ上げます

下位へ 選択した階層のレベルを１つ下げます

上行 選択した行を１行上に移動させます

下行 選択した行を１行下に移動させます

その他

電卓 画面上に電卓が表示されます
(関数電卓には対応していません)

バージョン情報 頂のバージョンが確認できます

工事価格表示 工事内訳や共通仮設費積上の画面
上で工事価格を確認できます
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番号 名称 機能詳細

① ツールバー
クリックすると各機能のメニューを表示します
詳細はP10をご覧ください

② アクションナビ 諸経費や端数処理等の設定などに使用します
詳細はP11をご覧ください

4-3 設計書の機能②(ツールバー、アクションナビ)

①

②
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■編集

単価更新(労務単価や機械損料の更新)や
設計書の引き当て機能を利用できます。

■設定

文字の大きさや、単価検索からのデータの
貼り付け方法などの設定を行います。

■ヘルプ

弊社のホームページのサポートセンターへ
移動します。

4-3-1 ツールバーについて

■ファイル

ファイルの保存や、CSVファイルの取込みが
出来ます。

10



4-3-2 アクションナビについて

上部のアクションナビ

単価検索 単価検索を起動します

ユーザ単価 ユーザー様がご自身で単価や代価を保存
しておくことができます

再計算 数量や単価を変更した際に、合計金額等
を再計算できます

印刷 印刷設定画面を開きます

保存 編集中の設計書を保存できます

下部のアクションナビ

工事費内訳 直接工事費の積上を行います

共通仮設費積上額 共通仮設費積上を行います

諸経費 諸経費計算を行います

単価一覧 作成中の設計書に使用されている
単価が表示されます

各種設定 表紙や諸経費、端数処理等の設定
を行います。
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5 単価検索の機能について

単価や歩掛のみを確認したい場合、単価検索だけで独立しているので便利です。
ここでは単価検索の機能についてご説明いたします。

5-1 単価検索の起動

①トップ画面の単価検索をクリックすると下記の
単価検索画面が起動します。

※設計書へ単価を転送したい場合は設計書画面の
アクションナビから起動します。

5-2 単価検索の機能①(ツールバー、表示バー)

①

番号 名称 機能詳細

① ツールバー
地区リストの表示や、オプションの設定ができます
詳細はP 13をご覧ください

② 表示バー

都道府県や地区などを設定します
正確な積算のために、必ず設定を行ってください
詳細はP 37をご覧ください

②
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5-2-1 ツールバーについて

■ファイル
Excel読込単価の読込等ができます。

■表示
単価検索内での文字の大きさの選択などができます。

■設定
オプション設定画面を表示する際に使用します。
(オプションについてはP14をご参照ください)

■ヘルプ
地区リストなどを表示します。
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補足

■オプションについて

❶
➋

➌

➍

➎

➏

■物価資料の表示対象の変更方法について

単価検索の「物価資料」のタブ内で表示される単価の採用方法をオプションから設定できます。

番号 機能詳細

① 代価数量を3桁表示にします
(初期設定は2桁表示です)

② 鹿児島県、福島県のユーザー用設定です

③ “土木”“積算”管工事“公園工事”が選択可能です
(総合積算セットをご契約の方限定の機能)

④ 物価資料の単価の表示方法の設定ができます

⑤ メーカー単価を自由に変更できます

⑥ Excelで暗号化して作成した独自単価を表示する
際に必要なキーの入力欄です(発注者用機能)

①物価資料の単価表示対象のプルダウンメニュー
から該当するものを選択します。

平均値・・・積算資料と建設物価の両誌の平均値
を表示します

最小値・・・積算資料と建設物価の両誌を比較し
安い方の価格を表示します

経済調査会を採用・・・積算資料の価格を表示します
物価調査会を採用・・・建設物価の価格を表示します

②確定をクリックし、単価検索を再起動します。

プルダウンから該当する
ものを選択します
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5-3 単価検索の機能②(タイトルバー、コマンドバー)

番号 名称 機能詳細

① タイトルバー 単価検索+[表示中のタブの名称が表示されます]

② コマンドバー
PDF出力や冬期補正できます(施工単価2と施工パッケージのみ)
※詳細はP16をご覧ください

③ タブ 施工単価：標準歩掛等に準拠して作成した施工単価

施工単価2：条件選択や実数入力で作成する施工単価

基礎単価：労務単価や各都道府県が発表している材料単価等

機械損料：(一社)日本建設機械施工協会発行の「建設機械等損料表」
掲載の単価

施工パッケージ：施工パッケージ工種

物価資料：(一社)建設物価調査会発行の「建設物価」と(一社)経済調査会
発行の「積算資料」掲載の単価

全日出版：全日出版社発行の「電気設備工事積算実務マニュアル」と
「機械設備工事積算実務マニュアル」掲載の単価

メーカー単価：各メーカーのカタログ単価

①

③
②
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5-3-1 コマンドバーについて

■補正ボタン
このボタンで、以下の補正が行えます。

・夜間補正 ・通勤補正
・冬期補正 ・週休単価補正

■すべてのツリーを閉じる
単価などを探す過程で、長くなってしまったツリーを
閉じて、最初の状態に戻します。

■検索
お探しの単価が見つからない場合、工種名などから
検索ができます。
アイコンをクリックすると、検索用の画面が表示
されます。詳細はP41を参照

■リモートサポート要求
単価検索画面からリモートサポートを要請する際に
使用します。
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補足

■クリップ機能について
ツリーの表示、非表示が設定できます。

ツリーを非表示にする方法
ピンをクリックすることで、ツリーの表示と
非表示を選択することができます。

ツリーを再度表示(固定)する方法
非表示にしたツリーは単価分類※をクリック
で再表示できます。
また、ピンを挿すことでツリーを固定する事
ができます。
※選択しているタブが施工パッケージの場合
はデータナビと表示されます。

ピンをクリックすると、ツリーの
表示、非表示が設定できます

ピンが刺さっている状態
→ツリーが表示(固定)されます

「単価分類」をクリックすると
ツリーが再び表示されます

倒れているピンをクリックすると
ツリーを固定できます
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6 設計書の作成①

頂での設計書の作成方法をご説明いたします。

6-1 積算条件の設定

①トップ画面から“新規設計書”を起動し、設計書
に合わせて工事種類や共通仮設費などの設定を
行います。

河川工事

頂での積算条件の設定方法を下記設計書鏡を参考にご説明します。
（積算条件は鏡以外にも記載されている場合もございます。参考程度にご覧ください。）

【見本：設計書鏡】

【参考①】設計書鏡
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①設計書に合わせて、共通仮設費の設定を行います。

②他にも補正がある場合には同様に設定を行います。

！

経費や共通仮設費等の設定は積算に大きく影響しますので必ず設定を行ってください。

注意！

6-1-2 共通仮設費の設定

▼をクリックし、プルダウンから設計書に
合わせて適切な補正を選択してください

▼をクリックし、プルダウンから設計書に
合わせて適切な工事種類を選択してください

6-1-1 工事種類、工種区分の設定

①各種設定→諸経費→経費各種条件(プリセット対象外)
の順にクリックします。

②設計書に合わせて、工事種類と工種区分の設定を
行います。
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6-2 表紙の入力

設計書の表紙（鏡）に表示される工事名や、工事場所の情報の入力方法をご説明いたします。

6-2-1 工事名や工事場所の情報の入力

②工事名や、工事場所などの必要事項を入力後、
“直接工事費へ“をクリックします。

①各種設定→表紙 (プリセット対象外 )→工事内容
の順にクリックします。

※積算者情報等を入力済みの方は“直接工事費へ”を
クリックします。
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6-2-3 見積情報の入力(民間工事の場合)

①各種設定→表紙(プリセット対象外)→積算者情報の順
にクリックし、必要事項を入力します。
※積算者情報は一度入力すると記憶します。
変更がない限り、次回から入力は不要です。

6-2-2 積算者情報の入力

①民間工事等の場合は見積情報を入力します。
各種設定→表紙(プリセット対象外)→見積情報の順
にクリックし、必要事項を入力します。

②入力後、“直接工事費へ”をクリックします。

②入力後、“直接工事費へ”をクリックします。
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設計書の鏡を出力した一例です。(印刷についてはP57～P60をご参照ください)
鏡の出力のフォーマットは複数あります。お客様の設定により表示される内容は異なりますので参考程度に
ご覧ください。

6-2-1 工事内容

6-1-1.2 工事種類、共通仮設費等の設定

6-2-2 積算者情報

6-3 表紙の完成

【発注者提出用設計書の表紙】

【民間工事用見積書の表紙の例】

6-2-3 見積情報

6-2-2 積算者情報

6-2-3 見積情報
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7-1 直接工事費(階層)の作成

階層で作成された直接工事費の作成方法を下記設計書を参考にご説明します。
(参考設計書の単価や歩掛の金額は架空のものです。)

【参考②】設計書(本工事内訳書)①

7 設計書の作成② 直接工事費の作成

積算条件などの設定が終了したら、直接工事費の作成に入ります。
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7-1-1 階層について

【参考②】の設計書は一番上の行を基準に、下の行が右にずれています。
この様な設計書は階層で作成します。
階層を使用することで、工事の構成や工事価格の金額が分かりやすくなります。

記号 名称 詳細

a 階層レベル1 一番左側に書かれ、数量が「1」、単位が「式」になっています。
金額には2行目以降の合計金額が表示されます。

b 内訳書(明細書) 数量が「1」、単位が「式」となっていて、備考欄に第○○明細
等と書かれている場合は内訳で作成します。

c 階層レベル2 階層レベル1に比べて右に1つずれています。
また、備考欄に明細書の記載がないことでも判断できます。

d 階層レベル3 レベル2に比べて右に1つずれています。
レベル3の合計金額がレベル2に計上されます。

a.階層レベル①

c.階層レベル②

d.階層レベル③

b.内訳(階層レベル②)
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7-1-2 階層の作成について(a.階層レベル1の作成)

【参考②】の設計書のa.階層レベル1を頂で作成していきます。

①直接工事費画面にて右クリックで操作メニューを表示し、メニューの中から階層→階層(挿入)を選択します。

②レベル1の階層が作成されました。

③名称欄の〈新規階層〉をダブルクリックすると編集が可能になりますので、“開削工事及び小口径推進工事”
と入力します。

緑の➊はレベル1の階層を表しています。
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7-1-3 内訳の作成について(b.内訳の作成)

【参考②】の設計書のb.内訳を作成していきます。

①設計書の2行目にて右クリックで操作メニューを表示し、新規内訳をクリックします。
(よく使われる内訳の名称はあらかじめ登録されています。必要に応じてご利用下さい)

②新規内訳が作成されました。

③名称欄の〈新規内訳〉をダブルクリックすると編集が可能になりますので、“配水管布設工”と入力します。

④同じ要領で土工事と路面復旧工の内訳を作成します。

名称の前にある・は階層のレベルを表しています。
(・が1つの場合は階層レベル2です)

使用頻度の高い内訳名称が
登録されています

26



7-1-4 階層の作成について(c.階層レベル2の作成)

【参考②】の設計書のc.階層レベル2を作成していきます。

①直接工事費画面にて右クリックで操作メニューを表示し、メニューの中から階層→階層(挿入)を選択します。

②レベル2の階層が作成されました。
※レベル1の下で階層(挿入)をクリックすると、自動的にレベル2の階層が作成されます。

③名称欄の〈新規階層〉をダブルクリックすると編集が可能になりますので、“安全費”と入力します。

緑の➋はレベル2の階層を表しています。
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7-1-5 階層の作成について(d.階層レベル3の作成)

【参考②】の設計書のd.階層レベル3を作成していきます。

①d.階層レベル3は単価で作成されていますので、単価を転送します。
直接工事費画面にて右クリックで操作メニューを表示し、メニューの中から単価検索を選択します。

②単価検索が起動しますので、交通誘導員Bを検索し転送します。

③交通誘導員が転送されました。数量欄をダブルクリックして数量を変更します。
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7-1-6 内訳書(明細表)の作成

内訳は一式計上され、内訳内の工種等の合計金額を求めるためのものです。
別紙の単価表や明細書等で計算された結果が表示されることが多いです。

【準備】設計書の備考欄等に“内訳〇〇号”や“明細〇〇号”等(発注者により様々な呼び方があります)と記載が
ある場合は、内訳書を作成する必要がありますので、内訳書の下位表を確認します。

①直接工事費の画面にて作成したい内訳を選択し、右クリックの操作メニューの“下位表を開く”を
クリックします。
または“内”をダブルクリックし、下位表を表示します。

②下位表が開きました。右クリックの操作メニューから単価検索を起動し、代価表や単価を転送します。
(単価検索からの転送方法についてはP39～P40を参照してください)

内訳の名称が表示されます

帳票番号が表示されます

備考欄と設計書の帳票番号が
同じか確認してください
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補足

使用頻度の高い内訳書の名称はあらかじめ登録されていますが、お客様が自由に登録をすること
もできます。

■内訳名称の登録について

①右クリックでメニューを表示し、内訳→名称の定義をクリックします。

②内訳名称定義の画面が開きますので、新規をクリックします。

③登録したい名称を記入し、OKをクリックします。

④登録されたのを確認後、OKをクリックします。

登録されている内訳名称が
表示されます

登録されました

削除：登録した名称を削除します
上へ:選択した名称を上に移動

させます
下へ:選択した名称を上に移動

させます
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補足

■工事積算大系を使用して階層を作る

土木工事などでは、積算や契約業務の効率化等の理由から“工事積算大系”が使用されている場合
があります。
工事積算大系が使用されている設計書の作成方法をご説明します。

【工事積算大系の例】

①設計書作成画面にて右クリックで操作メニューを表示し、メニューの中から工事積算大系を選択します。

②工事積算大系の選択画面表示されますので設計書に合わせて選択し、転送をクリックします。

最下位レベルを
代価・階層・内訳
から選択できます

使用したい項目に
チェックを入れます
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③積算大系が設計書に転送されました。
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■複数の階層を一度に作成する

下記の設計書の様に階層が複数ある場合、まとめて階層を作成することができます。

・・・階層レベル①

・・・階層レベル②

・・・内訳書

・・・階層レベル②

・・・内訳書

【1～4行目を作成します】
①設計書作成画面にて右クリックで操作メニューを表示し、階層→階層(最後に追加)→第1階層から
→階/階/内を選択します。(内訳を2つ同時に作成することはできません)

補足

②階層と内訳が作成されました。名称や規格の欄をダブルクリックすると編集が可能になりますので、
設計書にあわせて編集します。

【階層が複数ある設計書の例】

階層レベル1、階層レベル2、内訳で作成
されているので、階/階/内を選択します
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④管布設工の内訳が作成されました。規格を入力します。

【5～6行目を作成します】
⑤右クリックで操作メニューを表示し、階層→階層(最後に追加)→第2階層から→階/内を選択します。

⑥階層と内訳が作成されました。名称を設計書にあわせて編集し、完成です。

③右クリックで操作メニューを表示し、内訳→管布設工を選択し、内訳を作成します。

階層レベル2と内訳で作成
されているので、階/内を選択します
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補足

■行の削除・移動

作成した行はいつでも削除や移動が可能です。

【行の削除】

①削除したい行を選択します。

②右クリックの操作メニューから削除を選択します。もしくはコマンドバーの“切り取り”を選択します。

③-1 階層や内訳などの下位表を持っている行の場合は以下の確認画面が表示されますので、
適切なものをクリックしてください。

削除したい行をクリック

④ 行が削除されました。
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【行の移動】

①移動したい行を選択します。

削除したい行をクリック

②操作メニューから移動を選択します。もしくはコマンドバーの移動を選択します。
(今回は“下へ“”を選択しています。それぞれのアイコンの意味は下記表をご覧ください)

③移動しました。

●上へ ●下へ
選択した行を一行上に移動させます。 選択した行を一行上に移動させます。

●上位階層へ ●下位階層へ

選択した階層レベルを1つ上げます。 選択した階層レベルを1つ下げます。

行のアイコンの意味について
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8 設計書の作成③ 単価検索からの単価転送方法

8-1 単価検索の設定

頂で設計書を作成するには、単価検索から設計書へ単価等を転送する必要があります。

8-1-1 施工単価や基礎単価の設定

単価検索の“施工単価” “施工単価2”“基礎単価”のタブを使用する際の設定をご説明します。
お手元の設計書にしたがって表示バーの都道府県、地区、単価年度、歩掛年度の設定を行います。
（設計書によっては明記されていない場合がございます。）

番号 名称 詳細

① 都道府県
積算したい都道府県を選択します
(※複数県のデータをご購入のお客様に限ります)

② 単価年度 設計書に合わせて適切な年度を選択してください

③ 地区 設計書に合わせて適切な地区を選択してください

④ 歩掛年度 設計書に合わせて設定します(設計書に転送後は変更できないので注意が必要です)
※設計書等に明記されていない場合が多いです。その際は調査が必要です。

⑤ 機械損料年度
設計書に合わせて設定します
※機械損料年度も設計書等に明記されていない場合が多いです。その際は調査が必要です。

！

一度設計書に転送した歩掛の年度は変更できません。
途中で歩掛年度を変更する場合は、再度単価検索から転送する必要があります。

注意！！必ず積算を始める前に歩掛年度の確認をしてください

①

② ③

④ ⑤
使用したいタブを選択します

▽をクリックすると、プルダウン
メニューが表示されますので該当
するものを選択します。

単価の転送を行う前に使用する単価年度等を設定する必要があります。
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8-1-2 施工パッケージの設定

番号 名称 詳細

① 都道府県
積算したい都道府県を選択します
(※複数県のデータをご購入のお客様に限ります)

② 単価年度 設計書に合わせて適切な年度を選択してください

③ 地区 設計書に合わせて適切な地区を選択してください

④ 施工P年度 設計書に合わせて設定します(設計書に転送後は変更できないので注意が必要です)
※設計書等に明記されていない場合が多いです。その際は調査が必要です。

⑤ 機械損料年度
設計書に合わせて設定します
※機械損料年度も設計書等に明記されていない場合が多いです。その際は調査が必要です。

単価検索の“施工パッケージ”のタブを使用する際の設定をご説明します。
お手元の設計書にしたがって都道府県、地区、単価年度、施工P年度の設定を行う必要があります。
（設計書によっては明記されていない場合がございます。）

①

②

③
④ ⑤

施工パッケージのタブ
を選択します

▽をクリックするとプルダウン
メニューが表示されますので、
該当するものを選択します。

！

一度設計書に転送した施工P年度は変更が出来ません。
施工P年度を変更する場合は再度単価検索から転送する必要があります。

注意！！積算を始める前に施工P年度の確認をしてください
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8-2 単価検索からの基礎単価(材料費や労務単価)の転送方法

【参考③】施工内訳書(明細書)

単価検索の設定が終了したら、実際に単価の転送を行います。
頂は基本的に単価検索から単価や歩掛の転送を行うことで設計書を作成します。
（転送しなくても設計書の作成は可能です）

8-2-1 基礎単価(材料)の転送

下記の【参考③】の設計書を転送します。

①材料費を転送したい内訳等の下位表を開きます。(下位表を開き方はP29を参照してください)
または転送したい箇所を選択します。※今回は配水管布設工の下位表を開いています。

②下位表にて、転送したい箇所で右クリックで操作メニュ―を表示し、単価検索をクリックします
(アクションナビの単価検索をクリックしても単価検索を開けます。)
※ここまでの手順は以下のP39～P42共通です。
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③単価検索の画面が開きました。材料を探していますので基礎単価のタブをクリックします。
(タブについてはP14をご参照下さい)

④【参考③】の1行目の”ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄K形曲管 11 1/4°φ200 普通塗装”を単価検索から検索し、転送します。

この単価を探します

⑤単価検索のツリーから探します。
下記の順でツリーを追い、該当する物をリスト部から探し、転送をクリックします。
※ツリーの順番は見本です。お客様のご契約の都道府県により表示されるツリーが異なります。参考程度にご覧ください。

P県発表データ

01○○県資材等価格表
(土木工事)

04管材

06管材 (鋳鉄管類異管)

02ダクタイル鋳鉄K形

[単価検索ツリー]

⑥単価が転送されました。設計書に合わせて数量欄を変更します。

ダブルクリックして数量
を変更します
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8-2-2 基礎単価や歩掛の検索機能を使用しての転送

ツリーのどこに材料があるのか分からない場合、キーワードから検索することができます。
【参考③】の2行目の”ダクタイル鋳鉄K形用継ぎ輪 Φ100普通塗装”を検索し、転送します。

この単価を探します

①P39の①～②の手順で単価検索を開き、 をクリックすると、画面の下半分に検索画面が立ち上がります。

②検索の画面に名称や規格等を入力します。
今回は名称の欄に“ダクタイル鋳鉄K形“、規格に”Φ100”と入力し、検索をクリックします。
検索結果が表示されますので、適切な物をダブルクリックします。

こちらに検索結果が表示
されますので使用したい
単価をダブルクリックします

名称や規格をお探しの
単価に合わせて入力します

探したい単価に合わせてタブを選択します。
(歩掛であれば施工単価、施工単価2。県発表の材料費であれば基礎単価など)
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③リスト部に検索画面で選択した単価等が表示されますので、内容を確認し転送をクリックします。

お探しの単価が選択されて
いるかご確認下さい

④単価が転送されました。設計書に合わせて数量を変更します。

ダブルクリックして数量
を変更します

補足

「硬質 ビニル」の様に硬質とビニルの間に
スペースを入れることにより、硬質とビニル
の両方を含む文言が検索の対象になります。
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8-3 単価検索からの歩掛や施工パッケージの転送方法

【参考④】内訳書

①下記の【参考④】の内訳書は歩掛や施工パッケージで作成されています。
歩掛や施工パッケージを転送する場合は単価検索の“施工単価”“施工単価2”“施工パッケージ”から設計書へ
転送します。

②内訳を転送したい内訳等の下位表を開きます。(下位表の開き方はP29を参照してください)
または転送したい箇所を選択します。※今回は土工事の下位表を開いています。

③下位表にて、転送したい箇所で右クリックで操作メニュ―を表示し、単価検索をクリックします。
(アクションナビの単価検索をクリックしても単価検索を開けます。)

8-3-1 設計書から単価検索を開く
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④単価検索が開きました。必ず“単価年度”と“歩掛年度“”施工パッケージ年度”等の設定の確認をしてください。
単価年度については自動で最新の単価年度に切り替わります。（※既存の設計書から開いた場合は除く）

！ 必ずご確認を！

！

施工単価の歩掛年度と施工P年度は設計書へ転送後の変更ができません。
積算を始める前に必ず歩掛年度と施工P年度があっているかをご確認下さい。
歩掛年度等の設定についてはP37とP38をご覧ください。

注意！
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①【参考④】の1行目の舗装版切断を単価検索から検索し、設計書に転送してみます。
多くの場合、施工パッケージには代価表があります。備考欄に帳票番号がある場合は代価表をご確認下さい。
また、施工パッケージは条件により単価が異なります。
条件は内訳書や代価表に書かれていることが多いので、ご確認下さい。

8-3-2 施工パッケージの転送方法

②P43～P44を参考に設計書から単価検索を開き、単価年度や施工P年度を確認します。
また、今回は施工パッケージの単価を探しているので施工パッケージのタブをクリックします。

確認します

③単価検索画面のツリーから舗装版切断を探します。(検索もできます。P41～P42をご参照ください)
下記の順でツリーを追い、舗装版切断をクリックします。
※ツリーの順番は2020年4月現在のものです。変更になる場合がありますので参考程度にご覧ください。

国交省

道路維持修繕

舗装版切断工

舗装版切断

[単価検索ツリー]

備考欄と設計書の帳票番号が
同じか確認してください

施工パッケージの条件

施工第1号
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④施工パッケージ条件区分が表示されます。施工パッケージは内訳書や代価表に書かれている条件に合わせて
施工パッケージ条件区分を選択する必要があります。以下の手順で条件の選択を行ってください。
※施工パッケージの条件は内訳書や代価表に書かれていることが多いので、ご確認下さい。

⑤施工パッケージが表示されました。お手元の代価表と、単価検索で表示される構成比等が同じかを
確認後、転送ボタンをクリックします。

⑥単価が転送されました。設計書に合わせて数量を入力します。

②条件に合うものを
クリック

③全ての条件を選択後
確定をクリック

①条件区分をクリック

ダブルクリックして数量
を変更します
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8-3-3 施工単価の転送方法

この単価を探します

①【参考④】の2行目の”舗装版直接掘削・積込 小型バックホウ山積0.13m3”を単価検索から検索し、
設計書に検索転送してみます。
※代価表をご確認下さい。

代価表を確認する際は、帳票番号が
一致しているかをご確認下さい

②P43～P44の②を参考に設計書から単価検索を開き、単価年度や歩掛年度を確認します。
また、今回は施工単価を探しているので施工単価のタブをクリックします。

③単価検索画面のツリーから目的の歩掛を探します。(検索もできます。P41~P42をご参照ください)
下記の順でツリーを追い、舗装版直接掘削・積込小型ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.13m3をクリックします。
※ツリーの順番は2020年4月現在のものです。変更になる場合がありますので参考程度にご覧ください。

確認します

E上水道

1    ﾊﾞｯｸﾎｳ直接掘削積込
(水道・標準)

1 上水道管路土工

3 舗装版取壊し積込

2 10cm超え15cm以下

[単価検索ツリー]

舗装版直接掘削・積込
小型ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.13m3
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④代価表が表示されました。内容を確認し、転送ボタンをクリックします。

⑤歩掛が代価表に転送されました。設計書に合わせて数量を入力します。

ダブルクリックして数量
を変更します
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8-3-4 施工単価2の転送方法

①【参考④】の3行目の砂基礎工を単価検索から検索し、設計書に転送してみます。
条件を選択する必要がある歩掛や実数を入力する必要のある歩掛は施工単価2に搭載されています。
この条件は内訳書や代価表に書かれていることが多いので、ご確認下さい。

施工第6号

備考欄と設計書の帳票番号が
一致しているか確認してください

②P43～P44を参考に設計書から単価検索を開き、単価年度や歩掛年度を確認します。
また、今回は施工単価2の単価を探しているので施工単価2のタブをクリックします。

確認します

③単価検索画面のツリーから砂基礎工を探します。(検索もできます。P41をご参照ください)
下記の順でツリーを追い、砂基礎工をクリックします。
※ツリーの順番は2020年4月現在のものです。変更になる場合がありますので参考程度にご覧ください。

N市場単価・土木工事標準単価

[下水道]

3 砂基礎工

砂基礎工[手間]

[単価検索ツリー]
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④歩掛条件区分が表示されます。施工単価2の歩掛は内訳書や代価表に書かれている条件に合わせて
歩掛条件区分を選択する必要があります。以下の手順で条件の選択を行ってください。
※歩掛条件は内訳書や代価表に書かれていることが多いです。ご確認下さい。

③全ての条件を選択後
確定をクリック

①条件区分をクリック
(基本的に白い行のみ)

②条件に合うものを
クリック

⑤砂基礎工の歩掛が表示されました。代価表がある場合は代価表と同じ項目が表示されているかを確認後、
転送ボタンをクリックします。

⑥単価が転送されました。設計書に合わせて数量を入力します。

ダブルクリックして数量
を変更します
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■標準代価(単価検索にない歩掛)を作成する

補足

単価検索に収録されていない歩掛は作成することができます。

【例】下記の代価表を見本に作成します。
※“GX形継手接合 直管”は水道事業実務必携に掲載されていますがご了承ください。

※説明用に数量と単価を表示しています。

①代価表を作成したい行の名称欄で右クリックして操作メニューを表示し、代価をクリックします。

②新規代価が作成されます。代価表を確認しながら名称や規格、単位を入力します。

名称欄等をダブルクリックして変更します
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③作成した代価を選択し右クリックして操作メニューを表示し,下位表を開くを選択するか
“代”をダブルクリックします。

④GX形継手接合の下位表(代価詳細)が表示されました。

⑤代価表に合わせて積算数量を変更します。(ここでは1と入力します)
※単価の計算にかかわってくるので必ず変更してください。

⑥配管工と普通作業員を転送します。※P39～40を参照してください。
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⑦諸雑費を作成するために労務費に記号を付けます。
画面を左側にスクロールし、記号欄をクリックするとプルダウンメニューが表示されますので
Aを選択します。(今回はAとしていますがA～Eでお好みのアルファベットを選択してください)  

※諸雑費は労務費(今回の場合だと配管工・普通作業員)の合計金額を元に計算されることが多いです。
頂では労務費に記号をつけて諸雑費を計算します。

左にスクロール

⑧３行目で右クリックで操作メニューを表示し、“計算”→“任意計算”の順でクリックします。

⑨諸雑費を計算するための計算式が表示されるので、計算式(丸め)をダブルクリックします。
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⑩計算式入力の画面が表示されますので、画像の様に計算式を入力します。

※今回は労務費の合計金額の1％を計上するため、A(労務費)＊0.01を入力しています。
お手元の設計書に合わせ、入力してください。例：労務費の10％の場合A*0.1 労務費の5％の場合A*0.05

⑪計算結果が表示されます。

⑫名称を諸経費に変更して完成です。
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9 設計書の作成④ 共通仮設費の計上

運搬費や、技術管理費等の計上の方法を下記の【参考⑤】を参考にご説明します。

【参考⑤】
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9-1 運搬費の計上

①【参考➄】の運搬費を計上します。

②直接工事費の画面で“共通仮設費積上額”をクリックします。

③共通仮設費積上の画面が表示されました。今回は運搬費を計上しますので運搬費の下位表を開きます。
(下位表の開き方はP29を参照してください)

下位表が開きました
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④P43の③を参考に設計書から単価検索を開き、施工単価(施工単価2)を開きます。

⑤単価検索ツリーから仮設材の運搬 往復 を探します。
下記の順でツリーを追い、該当するものを選択し、転送ボタンをクリックします。
※ツリーの順番は2020年4月現在のものです。変更になる場合がありますので参考程度にご覧ください。

A土木

土木工事標準積算基準書

31 運搬費関係

仮設材等運搬

仮設材等運搬

[単価検索ツリー]

⑥歩掛条件区分が表示されます。施工単価2の歩掛は内訳書や代価表に書かれている条件に合わせて
歩掛条件区分を選択する必要があります。以下の手順で条件の選択を行ってください。
※歩掛条件は内訳書や代価表に書かれていることが多いです。ご確認下さい。

③全ての条件を選択後
確定をクリック

①条件区分をクリック
(基本的に白い行のみ)

②条件に合うものを
クリック
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ダブルクリックして数量
を変更します

⑤仮設材の運搬費の歩掛が表示されました。
代価表がある場合は代価表と同じ項目が表示されているかを確認後、転送ボタンをクリックします。

⑥単価が転送されました。設計書に合わせて数量を入力し、完了です。
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9-2 技術管理費の計上

①【参考⑤】の技術管理費を計上します。

②直接工事費の画面で共通仮設費積上額をクリックします。

③共通仮設費積上の画面が表示されました。今回は技術管理費を計上しますので技術管理費の下位表を
開きます。(下位表の開き方はP29を参照してください)

下位表が開きました
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④P43~P44を参考に設計書から単価検索を開き、施工単価を開きます。

⑤単価検索ツリーから通水試験工 を探します。
下記の順でツリーを追い、該当するものを選択し、転送ボタンをクリックします。
※ツリーの順番は2020年4月現在のものです。変更になる場合がありますので参考程度にご覧ください。

E上水道

1 通水試験工(日当り)

20 通水試験工

[単価検索ツリー]

2 通水試験工/
給水車が不要な場合

⑥単価が転送されました。設計書に合わせて数量を変更します。

ダブルクリックして数量
を変更します

60



10 設計書の作成⑤ 諸経費の計算

直接工事費や共通費の積上げなどが終了したら、諸経費の確認や設定を行います。
①工事費等の積上げ終了後、アクションナビの諸経費をクリックします。

②諸経費の計算結果が表示されました。経費計算結果をクリックすると経費の計算結果が表示されますので
ご確認下さい。
直接工事費等の桁数や丸めの方法などはプルダウンから自由に変更が可能です。
変更後は再計算のボタンが赤くなりますので、必ずクリックしてください。

自由に選択できます必ずクリック

③水道工事の管材費や処分費がある場合は諸経費対象額詳細をクリックし、金額を確認します。
(建築工事の場合は工期を入力します)

入力後は再計算ボタンをクリックしてください。

必ずクリック
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11 印刷

設計書が完成したら、印刷を行います。

①印刷または、設計書をクリックします。

②印刷の設定画面が開きました。

①印刷フォーマット欄の▼をクリックするとプルダウンが表示されますので適切なフォーマットを選択します。

●名称規格別列
名称と規格を別の列で出力します

●左右・変更設計

当初を左に、変更を右に出力します

●県入札用

一般的な入札額内訳書に頂で作成した
ﾃﾞｰﾀを表示します

●県入札用(ﾕｰｻﾞｰﾌｫｰﾏｯﾄExcel専用)

積算される発注者の入札金額内訳書のﾌｫｰﾏｯﾄを
弊社へお送り頂ければ、そのﾌｫｰﾏｯﾄに合わせ、
頂のデータを表示します

フォーマットについて

11-1 印刷設定の表示

11-2 印刷フォーマット

62



① 印刷対象の設定を行います。
表紙の種類や、代価表の有無などをプルダウンから選択します。

プルダウンから
印刷する・印刷しない
を選択します

② 表紙の設定について
▼をクリックするとプルダウンが表示されますので適切な物を選択します。

●工事設計書
各市町村でよく使われている表紙で印刷します

●工事設計書(積算者情報付)

お客様が入力された積算者情報を表紙に印刷します

●見積書

民間工事などで御見積書として印刷されます
(お客様が入力された見積者情報が印刷されます)

●印刷しない

表紙が必要なければこちらを選択してください

表紙について

11-3 印刷対象の設定

①単価表の設定
ここでは単価表の出典の有無等の設定や名称の列名の設定ができます。

この欄で設定を行います

11-4 単価表の設定
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11-5 設計書出力

①設定終了後、PDFまたはExcelで出力を行います。
ご都合にあわせて、PDF出力かExcel出力をクリックします。
※Excelで出力いただくと、設計書を自由に編集ができます。

②出力されました。保存や印刷をしてご利用下さい。
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■備考欄について

備考欄には以下の5つの項目が表示されます。
項目により印刷の際の表示と非表示の選択箇所が異なりますので、下記をご参照下さい。

①設計書作成時に摘要欄に入力した文言 ②備考欄に表示される代価表内の出典
③帳票番号 ④経費の対象額と率 ⑤各種集計対象の集計値

“①設計書作成時に摘要欄に入力した文言”と“②備考欄に表示される代価表内の出典印刷”の有無は
備考欄を印刷の欄を設定します。

備考欄①、②の印刷設定

備考欄③の印刷設定

“③帳票番号”の印刷の有無は帳票番号を印刷の欄を設定します。

補足

【備考欄印刷 例2】

帳票番号の印刷を印刷
“する”に設定した場合、
帳票番号はこの様に表示
されます

【備考欄印刷 例1】

印刷“する”に設定した場合
文言や出典はこの様に表示
されます
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備考欄④の印刷設定

“④経費の対象額と率”の印刷の有無はその他の経費の率額の備考に対象額と率の欄を設定します。

備考欄⑤の印刷設定

“⑤各種集計対象の集計値”の印刷の有無はその他の経費の率額の備考に対象額と率の欄を設定します。

【備考欄印刷 例3】

印刷“する”に設定すると内訳書の備考欄に以下のように印刷されます。

【共通仮設費率額の場合】
共通仮設費の対象額×共通仮設費率
が表示されています

【備考欄印刷 例4】

印刷“する”に設定した場合
管材費や処分費の対象額
が表示されます。
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